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平成 4 年度通常総会議案について

平成 4 年度通常総会は去る 4 月 24日に開催され，以下の総会議案がすべて原案どおり承

認されましたのでお知らせします.
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平成 3 年度事業報告

I 事業の概要

1. 研究発表会

(第 1 号議案)

(1) 5 月 8 日 9 日の両日，北九州市立戸畑市民会館

において，第69回研究発表会を開催した.

・特別テーマ「地域活性化と ORJ

・特別講演

1) 地域活性化と OR

一北九州ルネッサンス構想一

末吉興一(北九州市市長)

2) ORの一層の発展をめざして

梅沢登(東京大学教授)

3) スペースワールドの概要とその社会経済的意

義

奥山敏弘(スペースワールド紛取締役副社長)

・発表件数 122件

一般発表 107件(内部会報告 1 件)

ペーパーフェア 15件(内部会報告 7 件)

・参加者数 288名

また， 10日には脚安川電機製作所モートマンセ

ンター，スペースワールドを見学した.

(2) 10月 16 日， 17 日の両日，関西大学において，第70

図研究発表会を開催した.

・特別テーマ「経営の国際化」

.特別講演

1) 企業経営今これから ー経営の国際化一

川上哲郎(住友電気工業脚会長)

2) 経営の国際化時代の組織知能と戦略情報シス

テム 松田武彦(産能大学学長)

3) グローパル生産の課題

一欧米日系企業実態調査からのメッセージー

藤田彰久(関西大学教授)

-招待発表

1) 線形計画問題を解く点列を使った内点法につ
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いて 水野真治(統計数理研究所)

2) 志願佼併願データから導かれる受験生の大

学・学部に対する選好 田口 東(山梨大学)

3) 教育施設の配置・移転と学区割り編成に関す

る研究 川中子敬至(足利工業大学)

矢部異(工学院大学)

4) 鉄鋼製造プロセスにおけるトライ選択問題へ

の多目的計画法の応用

上野信行，中川義之，徳山博子(住友金属工

業紛)，中山弘隆(甲南大学)，田村坦之(大

阪大学)

・発表件数

招待発表

一般発表

109件

4件

105件(内招待発表(2) 8 件)

ペーパーフェア 4件(内部会報告 4 件)

・参加者数 318名

また， 18日には住友金属工業側システムセンタ

ー，紛日本総合研究所，アサヒビール綿を見学し

?こ.

2. シンポジウム

(1) 6 月 7 日，筑波大学大塚キャンパスにおいて第25

回シンポジウム「待ち行列ーモデリングと解法一」

を開催した.参加者は79名であった.

(2) 10月 15 日，関西大学において第26回シンポジウム

[戦略情報システム (S 1 S) の展開j を開催した

参加者は 143 名であった.

3. 特設研究部会(数理計画法研究会)

(主査:今野浩(東京工業大学) 幹事:真鍋龍太

郎(文教大学)，田辺厨士(統計数理研究所)，古林

隆(法政大学)，茨木俊秀(京都大学) メンパー: 26 

名開催 9 回)

月例研究会， RAMP シンポジウム， RAMP セミナ

一等を通じて，数理計画法の理論，応用， ソフト開発等

に関する研究普及活動を行なった.また，会の運営にあ

たっては，若手研究者育成のため，特別な配慮、を行なっ

た.
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4. 研究部会

会待ち行列

女OR/MS

とシステム・

マネジメント

@数理モデル

とその周辺

@C 1M. F 
MS の管理技

術

o R 広報

。突通経営

@合意形成と

対外政策

主
幹

川島

査
事

武

(防衛大学校)

高橋敬隆

(日本電信電話)

松田武彦

(産能大学)

山間善靖

(東京理科大学)

児玉正憲

(九州大学)

持永祥三

(九州大学)

黒田 充

(青山学院大学)

鈴木久敏

(筑波大学)

森村英典

(筑波大学)

真鍋龍太郎

(文教大学)

矢島謹一

(国土館大学)

小笠原 清

(国士館大学)

荻野正浩

(22紀政策研)
片山隆仁

(防 衛 庁)

1992 年 6 月号

研究部会・研究グループ終了/中間報告

⑤印終了を示す *印研究グループを示す公印常設部会を示す
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研究会は概ね 1 カ月に一度，約30名の出 l 東京工業大学

を得て行なわれている.内容は基礎的な

の紹介もあるが， B S I DN網，および

に用いられる ATMの評価等に向けられ

府研究が中心的なテーマとなっている.

研究部会はORを広く経営問題解決技法|東京工業大学
系として捉え，経営戦略，経営計画，組

学においてORの考え方がどのように関

かを研究し，討論した.特に組織の知能

めるためのORの役割，情報システムの

について検討した.

会発足から 3 年間にわたり 26回の研究会 l 九州大学
催し，経済学，経営学，数学，工学，お

その他の分野の研究者より，非線形モデ

確率モデル，ソフトウェア開発，マルコ

定過程などの発表が行なわれた.

一名称の日本経営工学会の研究部会と合|青山学院大学
，毎月， CIM.FMS の管理技術を，

者と実務家が理論と応用の 2 つの視点か

見交換することを目的に，青山学院大学

催.平成 3 年度には日本経営工学会と合

CIMシンポジウム rc 1Mアーキテク

とメソドロジーJ を開催した.

Rを上司や，経営者，あるいはもっと広|日本総合研究

生や一般に，本来の姿を理解してもらえ|所

うな広報のありかたを検討し，さらに，

ひとつの方法として， OR活動の典型的

ターンをいくつか示し，それに沿って事

提示することを提案した.

通運輸に関する研究団体は，わが国だけ|東洋経済新報

30以上はあると恩われるが，わが国の公|社

通機関の経営問題を考えるとき，さらに

の立場からの研究の推進と国を挙げての

政策の充実の必要を痛感する.

策決定における合意形成活動は，政治・|三菱総合研究

・軍事力の均衡葛藤の中での重要課題と|所

えにもとづき，部会の発足直後に勃発し

岸戦争における国連・米・イラク，そし

が箇の対応策を好個の事例として研究し
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企業の方には現場における最適化手法の適

用例を発表していただき，大学の方には最適

化理論の最新の成果について発表していただ

いた.なお本年 2 月号に研究部会で発表して

いただいた方から 6 件を選んで特集として報

告していただいた.

数理計画法や確率解析の共有している問

題・境界領域またはそこから派生する新しい

容 !場所
帝人ビノL

大阪市立大学

大阪大学

内

13 名 I 6 閏

|メンバー|開査
事

加藤直樹

(神戸商科大学)

木庭 淳

(神戸商科大学)

主
幹

最適化とその

応用

神戸市教育会
館

東京工業大学13 名 I 9 回木島正明

(筑波大学)

田村明久

(東京工業大学)

確率モデルに

おける最適化

北海道大学

問題について各分野固有のアイデアや理論の

交流・理解を深める場を，若手研究者・学生

を対象に与えている.

理論・応用の両面から， ORの研究・実施

のための計算環境は如何にあるべきかを検討

課題として情報交換と討論を行なってきた.

本年度は組合せ最適化に関する話題が 4 件

と，開催回数の半数を占めた.

10 名 I 8 回関口恭毅

(北海道大学)

木村俊一

(北海道大学)

ORの計算環

境

学
学
学

大
大
大

沢
山
井

金
富
福

最適化モデルに関する研究の広い分野での

発表を行なった.その内容は，意思決定支援

システム，ファジィ理論の応用，ファイナン

ス理論， 信頼性理論， ゲーム理論などであ

る.また研究者間の交流を深め，情報交換す

19 名 I 4 回茂
制
作
明

大
健
大

本
沢
田
山

結
峰
菊
暗

@最適化モデ

んとその周辺

る場を与えている.

金融・投資に関連するさまざまな問題に対 東京工業大学

する数理モデノレや情報システムについての研

究発表会を開催し，財務理論家や金融工学者・

技術者と金融諸機関の実務家との相互交流，

情報交換の機会を提供している.

24 名 I 10 回福川忠昭

(慶応義塾大学)

中里宗敬

(東京工業大学)

金融と投資の

OR 

芦大クラブ経営と情報システムの関わり，情報技術の

進展の現状と動向，情報技術が組織におよぼ

す影響，大学や企業における情報教育のあり

方などについて，研究者と実務家による発表

と議論を通じて相互の理解を深め，これまで

26 名 I 9 回新六辻

(神戸商科大学)

有馬昌宏

(神戸商科大学)

情報システム

の戦略的活用

の成果をもとに分科会を設けて， t 、くつかの

課題を中心に研究会を引き続いて開催する.

上杉経営研究

所

経営管理者がDSS を構築する際，どのよ6 名 I 5 回一
克
明
夫

大
良

藤
緩
海

権
恒
内

DSS ジェネ

うな機能を必要としているかをアメリカで広

く普及している IFPS を利用して研究して

レーター

きた.一例として， D S S 設計のためのフレ

ある会社の財務

その有効性を検

ームワークを作成した上で，

計画支援システムを構築し，

討している.

(側y S 企画)

ピル徳栄本年度は，情報ネットワークおよびその関

連分野の理論的進展・技術的発達の研究を中

心にすすすめてきた.次年度は，各種産業・

企業別の具体的国際ネットワークの事例研究

を中心に研究会を運営する.

回9 名21 杉野 隆

(喫惣報シ)
上野哲郎

(和光大学)

情報ネットワ

ークとその活

用
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部会名
主
幹

査
事

出
血

開ノンメ 内 容 場 所

*A H P 真鍋龍太郎 7 名 回 AHPを使って意思決定をするための方法 電力中央研究

(文教大学) の理論の研究の報告と適用事例の紹介を通じ
所

桑畑暁生 て， AHPの利用に対するメンパーの理解を

(電力中央研究所) 高めた.

*人間的グロ 上回亀之助 13 名 11 回 211世紀も間近となった現在，地球上の多く 勤労福祉会館

ーパル経営シ (上回イノベー) の人間集団・有機統一体・企業・個人等の相

ステム
ジョン研究所

互依存関係はますます高まりつつある.そこ
樋爪 徹 で人類共通の人間性をもととしたグローパル
(山内製薬)

な経営を研究することにした.

*システム・ 森戸 SEE ヨ 28 名 4 回 システム・シミュレーション部会の後を受 早稲田大学

シミュレーシ (早稲田大学) けて， ORの代表的手法である離散型シミュ

ョン 中野一夫 レーンョンの応用と理論に関する研究発表，

(喜造計画研究) 情報収集や交換，国際交流等を行なってきた.

この 1 年は外国人講師の講演を含めた研究発

表， rOR事例集 ITJ の事例収集への協力，

Winter Simulation Conference との連携

と協力等を軸に活動を進めてきた.

5. 普及活動

(1) 定例講演会

人工現実の仮想空間での意思決定システムとその応

用 一製版統合システムの事例を中心としてー

10 [
一
引
ー
一
布
引

開催年月

3 年 11 月

ア "<' 講師

野村淳一

参加人数

学習における最近の話題3 年11 月

3 年 12月

4 年 2 月

矢嶋虎夫

藤原祥隆

松永州司

11 

最良優先探索法による時間割スケジューリング

組織を創る情報，情報を活かす組織

14 

45 

(2) OR企業サロン

昨年に引続き「情報化と戦略的事業展開J を統一テーマとし，梅沢豊(東京大学経済学部)，斎藤嘉博(目立製

作所)をコーディネータとして開催した. 今日的な経営の重要課題に関する話題を提供し， あわせて参加者相互

の交流を深めることによって，大きな成果を収めた. 今年度は地方支部との共催を増加し， 特にセミナー・シン

ポジウムに組み込むという新しいこころみを行なった. (参加者延べ 890 人)

(東京開催)

開催月日| テーマとゲストスピーカー

3. 6. 5 I 宅配業における物流情報ネットワーク
・ヤマト運輸紛取締役事務改善部長

関口

国際化時代におけるヤオハンの経営戦略

・国際流通グループヤオハン代表

和田

L 要 旨止竺
クロネコ「宅急便」を例として情報システムの 1 I 102名
考え方 2 実例 3 効果 4 課題について述べ

隆|る
90年香港に総本部を移転， グループ全体を統括，

華僑人脈とM&A戦略， 97年中国返還問題を話題

一夫什こする.

l一貫して企画部門を歩んできたトップがこれから I 46名

俊夫川ココンピュータ経営について語る

77名3. 7. 30 

3. 9. 19 I 21世紀を展望するコンヒ。ュータ経営

I .松下電工紛社長 三好
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テーマとゲストスピーカー 要 旨 |参加者
3. 11. 12 オムロンの情報武装化と事業展開戦略 長期ビジョンの「ゴールデン 90's I 実現に向けて 80名

-オムロン側副会長 立石信雄 のユーザーとしての情報武装化戦略およびメーカ

ーとしての事業展開戦略について諮る.

3. 12. 6 サンリットの情報創出経営について 情報化10カ年計踊に従いVAN'CIM等のサプ 52名

-紛サンリット産業社長 小池俊二 システムを集大成したトータルネットワーク・シ

ステムについて紹介する.

4. 1. 28 セコムにおける情報化戦略と事業革新 「サービスのシステム化J を事業コンセプトする 59名

-セコム側常務取締役 木村昌平 セコムにとって情報化戦略は，すなわち事業戦略

そのものであった.その経験を通じて S 1 S とは

何かを述べる.

4. 3. 16 ネットワーク型組織をめざして 多様化，高度化するユーザーの情報システム化ニ 65名

.NTTデータ通信制常務取締役 ーズに柔軟に対応するための組織運営，情報の距

経営企画部長 立花佑介 離ゼロ化について語る.

露五司 テーマとゲストスピーカー 要 旨 I $:lJn子
3. 5. 7 I 味の素の情報化のめざすもの

-味の素紛常務取締役 伊藤

九州における OR

-九州産業大学教授 藤野

3. 7. 5 I ソフト化時代の経営戦略

-任天堂紛社長 山内

i 味の素の情報化の展開過程，課題，将来構想につ

謙吉 l き人・技術・進歩・業務改善の視点より語る.

義一|

55名

世界的ヒット商品を市場に送り続けている任天堂 I 74名

簿|のトップ経営者が，ハードとの対比におけるソフ
トの考え方を中心にその経営戦略を諮る.

3. 9. 27 

日本人のメディア接触持間 | 

・側日立製作所 斉藤嘉博 i

S 1 S の考え方とその実例 I S 1 S の発展過程についてレビューと展望を与え

日経コンピュータ副編集長 上村 孝樹|た上で，代表的な具体例を解説する.

51 名

情報システム化におけるロジステイクス戦
略
-側日通総合研究所常務取締役

忍田和良

3. 10. 4 I 経営雑感 一企業の活性化についてー

・西日本旅客鉄道紛会長

住友銀行・東洋工業(現マツダ)・アサヒビール・ I 86名

JR西日本各社の経営から，企業の活性化戦略に

アサヒビール脚会長 村井 勉|ついて語る.
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紹介する.

6. 刊行物

(1) 機関誌「オベレーションズ・リサーチJ Vo1.36 

No.3 から Vo1. 37 No.2 まで 12号(本文670ぺー

ジ)を発行した.各号は特集を主とし，他にトップ

の視点，論文・事例研究，論文・研究レポート，連

載，学生論文賞受賞論文要約，書評，研究部会報告
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等を掲載した.

特集のテーマは次のとおりであった.

Vo1.36 No.3 rc 1M要素技術の最前線j. 同

No.4 r確率モデルとその周辺j. 同 No.5 r地球環

境問題への対応j. 同 No.6 r研究開発マネジメン

ト j. 同 No.7 rORの再挑戦j. 同 No.8 r西太平

洋の時代j. 問 No.9 r多目的計画法j. 同 No.10

「農業の ORj. 同 No.11 r集団合意形成支援工学j.

同 No.12 r乱数とその応用j. Vo1.37 No.1 r官庁

における ORj. 同 No.2 r最適化とその応用」

(2) 論文誌(Journal of the Operations Research 

Society of Japan) Vol. 34 No.1 から No.4 ま

で (484 ページ)を発行した. 本年度の投稿論文は

59編(再投稿20編を含む)で，掲載論文は26編であ

った.

(3) 研究発表会テフストラクト集およびシンポジウム

予稿集

春季・秋季研究発表会のアブストヲクト集および

シスポジウム予稿集を発行した.

7. B本学術会議並ぴに他学協会との連携・協力

(1) 日本学術会議関連

日本学術会議経営工学研究連絡委員会(経営工学

研連)の構成学会として，引き続き委員を，また新

たに同会議経営学研連の構成学会として委員を派遣

いそれらの活動に協力した.

6 月 21 日に，経営工学研連並びに関連 4 学会の共

催による第 7 回シンポジウムを日本学術会議講堂に

おいて開催し. 160 名の参加をみた.

(2) 経営工学関連学会協議会 (FMES) 関連

前年度に引き続いて日本経営工学会・日本品質管

理学会との協議会に代議員 4 名を派遣し，日本学術

会議に関連する諸問題，文部省科学研究費補助金の

経営工学分科新設問題，連合シンポジウムの開催等

についての諸活動に参画協力した.

(3) 日本工学会関連

工学系71学協会の連合体である日本工学会の諸活

動に協力し，また同会事務研究委員会に委員 1 名を

派遣した.特に本年度は事務研副委員長として協力

Ltこ.

μ) 研究ネットワーク連合委員会関連

理工系の20学協会および 9 学術ネットワークと協

力し，学術研究の発展のためコンピュータ・コミュ

ニケーションの有効利用を図る連合体を組織し，こ

1992 年 6 月号

れに委員 1 名を派遣した.

8. 国際協力

(1) 1FORS (1nternational Federation of Ope. 

rational Research Societies) を通じて，各国の

OR学会との交流，協力を図った.

(2) APORS (Association of Asian-PacHic Ope. 

rational Research Societies) の事務局として，

アジア・太平洋地域のORの発展と加盟学会の情報

交換に協力した.

(3) APORS主催の第 2 回国際学会(於北京)に積

極的に参加し(日本人参加者 38 名).多数の発表を

行なった.

似) IAOR (1nternational Abstracts in Operaｭ

tions Research) の編集， 発行に協力し， 日本の

文献抄録を送付するとともに. 1 AORの Vol. 42 

No.I-6 の国内頒布に協力した.

(5) APJOR (Asia-Pacific Journal of Operaｭ

tional Research) の編集，発行，頒布に積極的に

協力をした.

(6) EJOR (European Journal of Operational 

Research) の編集，頒布に積極的に協力をした.

9. 他学協会の交流

・合同C1Mシンポジウム(日本経営工学会)と共催

他学協会の下記の講演会等に協賛，後援した.

・第 1 回ファジィシステムセミナー(日本ファジィ学

会)

・システム制御情報チュートリアル講座イーブニング

スクール (1 )コース「ディジタル制御理論入門j

(システム制御情報学会)

・セミナー「ニューラル/ファジィの現状と今後の展

望j (システム制御情報学会)

・講習会「ファジィ・エキスパート・システム J (日

本ファジィ学会)

・講習会第 2 回「ファジィ制御法一理論と実際一」

(日本ファジィ学会)

・講習会「ファジィ ORj (日本ファジィ学会)

・情報理論とその応用学会第 14回シンポシウム(情報

理論とその応用学会)

・第 7 回経済経営と情報技術に関する国際会議(日本

経営情報学会)

・セミナー「化学工業における FA化技術 ファイン

ケミカルから粉体まで-j (システム制御情報学会)

・講習会「ファジィ理論と知識獲得j (日本ファジィ

(43) 293 © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



学会)

・システム制御情報チュートリアル講座 '91 I システ

ム科学の基礎と応用 J (システム制御情報学会)

・第22回信頼性・保全性シンポジウム(日本科学技術

連盟)

・講習会「ファジィの基礎から実用化技術までJ (日

本ファジィ学会)

・シンポジウム「高度情報化時代の情報処理技術者J

(システム制御情報学会)

・システム制御情報チュートリアル講座イープニング

スクール(J)コース「ファジィ概念の基礎と応用j

(システム制御情報学会)

-第 8 回ファジィシステムシンポジウム(日本ファジ

ィ学会)

・第 2 回ソアジィ理論と神経ネットワークに関する困

際会議(同組織委員会)

・第 3 回研究部会合同シンポジウム(日本経営情報学

会)

第 11回シミュレーション・テクノロジー・コンブァレ

ンス(日本シミュレーション学会)

・第 3 回計算力学世界会議(国際計算力学協会日本支

部・日本学術会議)

・第 6 回日本ME学会秋季大会(日本ME学会)

10. 支部活動

各支部ごとに次のとおり活動した.

|北海道 l 東 中

支部活動報

関

告

北 i涇 西 | 中国四国 | 九 川
川

運 支部総会 l 回 支部総会 I 回 支部総会 l 回 支部総会 i 回 支部総会 1 回 支部総会 l 回

営4z議2x h 
運営委員会 2 回 運営委員会 2 回 運営委員会 l 回 運営委員会 3 回 役員会 1 回 運営委員会 1 回

幹事会 2 回 幹事会 3 回 幹事会 1 凶 幹事会 l 回

研 研究会 i 回 研究会 6 回 研究会 29回 研究発表会 1 回 研究会 3 回

究 研究発表会 l 回 ORサロン 1 回

2Z三当， 研究部会 9 回

議 講演会 i 回 講演会 l 回 支部講演会 l 回 研究講演会 4 回 シンポジウム 講演会 4 回

演 定例講演会 1 回 2 回

dzコhz 記念講演会 1 回 講演会 6 回

出
支部ニュース 支部 支部ニュース

10回 News letter 4 回

研究発表会アプ 4 回

版
ストラクト集

l 回

そ 春実行季委研究員発会表会 見学会 1 回 私季塁究雲表会 支部セミナー 見学会 1 回
の 実行員 1 回

他 4 回 (4 日間)

11.表彰

(1) 日本オベレーションズ・リサーチ学会文献賞

第20回文献賞の選考を行ない，下記のとおり決定

した.

• Approximations for the Waiting Time in 

the GI/G/s Queue , Journal of the Opera. 

tions Research Society of J apan Vol. 34, 

No.2 木村俊→(北海道大学)

• Second Order Necessary Optimality Condi. 

294 (44) 

tions for Minimizing a Sup-type Function 

Mathematical Programming Vol. 49, No.2 

川崎英文(九州大学)

(2) 日本オベレージョンズ・リサーチ学会普及賞

第17回普及賞の選考を行ない，下記のおり決定し

Tこ.

イ.小田部寓(共栄主業)

ロ.原野秀永(東芝アドバンストシステム)

(3) 日本オベレーションズ・リサーチ学会実施賞

オベレーションズ・リサーチ
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側システム計画研究所第 16回実施賞の選考を行ない，下記のとおり決定

した.

側構造計画研究所代表取締役社長富野寄

(4) 日本オベレーションズ・リサーチ学会事例研究奨

励賞

(5) 日本オペレーションズ・リサーチ学会学生論文賞

第 9 回学生論文賞の選考を行ない，下記のとおり

決定し，授賞を行なった.

第 12団事例研究奨励賞の選考および第 7 団事例研

究奨励賞ソフトウェア部門の選考を行ない，下記の

とおり決定した.

第12回事例研究奨励賞

.最適クラス編成問題

一東京工業大学におけるケース・スタディー

オベレーションズ・リサーチ Vo1. 36 ， No.2 

今野浩，朱 結(東京工業大学)

第 7 団事例研究奨励賞ソフトウェア部門

.CAMP: 順序づけ分枝限定アリゴリスム設計支

援システム

関口恭毅(北海道大学)

・行列演算用言語 L AMAX-S (P C98版)

内田智史(神奈川大学)，本郷茂(専修大学)，

E 処務の概要

・非対称容量制約付き配送路決定問題の解法

石黒 勲(東京理科大学・修士論文)

• Structure of Solution Set to Nonlinear 

Programs with 2 Parameters 

信太正之(東京工業大学・修士論文)

• Binary Comparison における AHP法とその他

の方法との比較

福岡路子(筑波大学・学士論文)

.東工大の学科所属方式における学生の申告の安定

性について

宮岸宏明(東京工業大学・学士論文)

.ごみ処理施設の最適配置に関する研究

一時系列ARIMAモデルと混合型整数計画モデ

ノレの適用ー

室谷洋一(埼玉大学・修土論文)

1. 役員に関する事項

理事 非常勤 監事 非常勤

定数: 12人から 16人

任期: 2 if-

理事・監事職
の役 氏名

理事(会 長) 問 久雄

"副会長) 牧野都治

" " )斎藤嘉博
" " )高井英造
" (庶 務) 鈴木久敏

" " 小池 清

/1 (会 五十) 遠山 澄

" (研究普及) 鈴木道夫

" " 中野文平
11 (編 集) 古林 隆
11 " )若山邦紘
11 (国 際) 腰塚武志

" (無任所) 海老名史道
11 11 )福川忠昭
11 11 )藤野義一
11 11 山本 保
歓 存 山本正明

11 三平武男

1992 年 6 月号

非常常勤勤
の別

非常勤

" 
" 
" 
" 
" 
" 

" 
" 
11 

" 
11 

11 

11 

11 

11 

" 
11 

現在: 16人

就任

定数 2 人

任期 2年

就年 任 I 登年 記 担当職務
月日 JI 日

2. 4. 26 I 2. 5 ー務の総理
" " " 

3. 4. 26 3. 6. 6 " 
" " " 2. 4. 26 2. 5 , 29 府、 務

3. 4. 26 3. 6 , 6 " 
2. 4. 26 2. 5 , 29 JLZ斗" 面十

" " 研究普及
3. 4. 26 3. 6 , 6 11 

2. 4. 26 2. 5 , 29 論文誌編集
3. 4. 26 3. 6 , 6 機関誌編集

11 11 国 際
2. 4. 26 2. 5 , 29 無任所

11 11 

" 
" 11 11 

3. 4.26 3. 6 , 6 " 2. 4. 26 2. 5 , 29 民 0; 59 条
3. 4. 26 3. (), 6 " 

現在 2 人

職 名

三菱電機紛常任顧問

東京理科大学教授

武蔵野美術大学教授
三菱石油紛エネルギー調査部長

筑波大学助教授
日本アイ・ピー・エム脚公共業務副
部長

日本アイ・ピー・エム側統 システム
ズ・エンジニアリング括

事事電力中央研究所情報システム部長

東京工業大学助教授

法政大学教授
11 

筑波大学教授

三菱電機側海外協業推進室参事
慶応義塾大学教授

九州産業大学教授
東北コンピュータ・サービス掛社長

法政大学教授

IJII崎製鉄側情報通信事業推進部長
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事 事 i 結果議

3. 4. 26 11. 平成 2 年度事業報告の件 |承認

2. 平成 2 年度収支計算報告および"
監査報告の件

3. 平成 3 年度事業計画の件 i " 

4. 平成 3 年度予算の件 I " 

5. 平成 3 ・ 4 年度役員選任の件 I " 

6. 名誉会員推薦の件 " 

学会賞の発表と表彰

新フエローの紹介

(2) 理事会

早月管| 議 事 事 ユ頁

3. 5. 21 11. 第 7 回理事会議事録の件 承認

2. 平成 2 年度評議員会議事録の件 " 
3. 平成 3 年度通常総会議事録の件 " 
4. 入退会承認の件 " 
5. 平成の3件年度秋季研究発表会予算 " (案)

6. CEMIT-CECOIA3協"
賛の件

7. 平成 3 年度委員会委員・幹事委| " 嘱の件

8. 営方各委針員)会報告(含， 今年度の運! " 

3. 7. 16 1 1. 第 l 匝]理事会議事録の件 承認

2. 入退会承認の件 " 
3. 第 1/四半期収支概算報告の件 " 
4. 春季研究発報表告会・第25回シンポ 了承

l ジウム終了 の件

5. 秋季第26回シンポジウム収支予 承認
算の件

6. 研連シンポジウム終了の件 了認

7. OR企業サロン開催の件 " 
8. 平員成 4 年度春季研究発表会実行 承認
委の件

3. 9. 18 1 1. 第 2 回理事会議事録の件 |承認

12. 入退会承認の件 1 /f 
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事 事 項 |結果
3. 平成 4 年度役員改選の件 承認

4. 第 9 回学生論文賞推薦の件 " 
5. 上半期収支概要報告の件 了承

6. 平成 3 年度秋季研中究間報発告表会・第 " 26回シンポジウム の件

7. 平成 4 年度春季研開究催発表件会・第|承認
27回シンポジウム の

8. の平件成 4 年度秋季研究発表会開催"

9. 経告営の工学研連シンポジウム終了"
報件

3. 11. 18 1 1. 第 3 回理事会議事録の件 承認

2. 入退会承認の件 " 
3. 名誉会員推薦の件 " 
4. APORS会長候補推薦の件 " 
5. 秋季支部長会議終了報告の件 了承

6. び平予成算 4(年案度)編事業成計方画針の(件案) およ 承認

7. 特定公益増進法人の件 了承

8. 第26回シンポジウム収支決算の 承認
件

9. 平開成 3 年件度定例講演会， セミナ 1 " 一催の

4. 1. 21 I 1. 第 4 回理事会議事録の件 承認

2. 入退会承認の件 " 
3. 平成 2 ・ 3 年件度会費未納者(除 " 名対象者)の

4. 会長候補者選考委員会報告の件|了承
5. 第 3/四半期収支報告の件

件研究部会の新設ならびに継続の|承認

秋季研究発表会およびRAMP I " 
シンポジウム収支決算報告の件

平予成 4 年度件事業計画案ならびに"
算案の

4. 3. 17 1 1. 第 5 回理事会議事録の件 承認

2. 入退会承認の件 " 
3. ブエロー推薦の件 " 
4. 平成 4 ・ 5 年度役員候補者の件 了承

5. 平成 4 ・ 5 年度評議員候補者の " 件

6. 各委員会報告

学会賞受賞候補推薦の件 |承認

終平成了/3年経度過研報究告部の件会・ グループ " 

平成 4 年表度会シンポジウム・春季|了承
研究発 中間報告の件

平成 3 年見度事業件報告(業) およ 1 ;承認
び収支込の

平成 4 年予度算事(業計画 (案) およ| " び収支 案)の{牛

者季支部長会議開催の件など

オベレーションズ・リサーチ
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里旦宜| 議事事項 |結果
4. 4. 10 11. 第 6 回理事会議事録の件 1;承認

2. 平成 3 年度事業報告の件 I " 
3. 平成 3 年度収支計算報告および I " 
監査報告の件

4. 平成 4 年度事業計画の件 " 

5. 平成 4 年度収支予算の件 I " 

6. 平成 4 ・ 5 年度役員候補者選任"
の件

7. 平成 4 ・ 5 年度評議員候補者選"
任の件

8. 委員会等からの報告

(の評議員会

開催~ -.E- ..t:;- T'iS' 

年月日| 議事事項 !結果

4. 4. 10 11. 平成 3 年度事業報告の件 |承認
2. 平成 3 年度収支計算報告および"
監査報告の件

3. 平成 4 年度事業計画の件 " 

4. 平成 4 年度収支予算の件 I " 
5. 平成 4 ・ 5 年度役員候補者選任"
の件

6. 平成 4 ・ 5 年度評議員候補者選"
任の件

7. その他

(4) 支部長会議

支部長会議は 5 月(北九州)と 10月(大阪)の 2

回開催し， OR学会の諸問題について意見を交換

し，本部と支部の意見調整を行なった.

(5) 委員会・幹事会

-常設委員会

OR誌編集委員会 13凪

研究普及委員会 8 回

研究小委員会 l 回

普及小委員会 6 回

JORSJ 編集委員会 2 凹

属際委員会 3 回

表彰委員会 5 凶

IAOR委員会 3 回

-その他の委員会・幹事会

フエロー会議 l 回

研究部会主査会議 l 回

OA化委員会 2 回

会員増強委員会 2 回

庶務幹事会 7 回

企業サロン企画委員会 6 問

財政問題検討委員会 7 回

1992 年 6 月号

副会長会議 2 回

4. 許可・毘可・承寵・証明に関する事項

該当なし

5. 契約に関する事項

該当なし

6. 寄付金に関する事項

該当なし

7. 主務官庁の指示に関する事項

該当なし

8. 会員状況

(1) 入退会内訳

会員1i 1211f~j!~1 合計
五成咋2月末日 712 ， 55911601161(192)137(37) 12 ， 924

1 1 1031 83116( 18)113( 13)1 215 

I
M8

1 

ー五三司 | -11 
勺正→名 1 21 6 21 1 1 1 

子 o 1 1 1 1 i 一一
判 2\ 201 221 8( 川 II(川 63

(2) 地域別内訳

会員 I 会員 IA司王瓦
亙二_ ~'il l 71 1 ， ~~I_I-竺恒竺5~124(垣
判!対 11 3( 3)1 1 ( 1) 

* ~t 1 「可7日----
J-瓦1-1 1 川 11112( 12)¥ 

ト-叫し1仏。:11
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(第 2 号議案)

平成 3 年度収支計算書

収支計算総括表

(平成 3 年 3 月 1 日から平成 4 年 2 月 29 日まで)

(単位:円)

1) 収入の部

科 日 メ込
口 百十 一般会計 一

議
一

十
一
時
一

一
同
一

別
u
u一一

一
画
一

特
許
究
一

謹
一

一
数
研
一

事
参
寄
雑

基本財産運用収入

会金収入

費収入

業収入

加費収入

付金収入

収入

3,027,000 

入

304,000 

173, 400 

54, 700, 400 

15, 096 ,657 

3,027 ,000 

304,000 

173, 400 

54, 700, 400 

15,074,657 

0 

0 

0 

0 

0 

22, 000 

。 。

。

。

0 

0 

0 

0 

4, 008 

L>. = 

9, 968,812 9, 736,971 227 , 833 

一一一間ム一三一五，jt下示示孟( 即… 3 ， 276 ， 833 1 4, 008 
←一一一一一一一一一一一一

前期繰越収支差額 23， 469， 453 I 17, 284, 283 I 刈780 i 叩卯
「示三 可づ両示下71273， 711 i い07 ， 613 1 2みら
2) 支出の部

特別l A 
zコZ 三十

平井 目 メL
日 一般会計

数理計画法 T t::' AD C' À謹
一一ー一研 究 会 J.. rv .n..:>でヤ

管理費 26， 501 ， 192 I 26, 497, 690 I 3, 502 I 0 

事業費 57， 089 ， 416 I 52,909,4564, 179,960 I 0 

:4 竺?一生&"t 1__-=両士山山 1__=- 4, 183, 4~;-T- 。
当期収支差額|ム 32ω9 I 582, 282 6. 906, 629 I 4, 008 

ーヂ竺子竺J13I. ~ if:戸 L 竺竺竺_I_~竺竺三」一一三竺~_11 2竺
支出合計 10印

収支計算書

(平成 3 年 3 月 1 日から平成 4 年 2 月 29 日まで)

1.一般会計 (単位:円)

71子寸JllEU
基本財産運用収入

基本財産利息収入 200, 000 304,000 104,000 

入会令.収入

正会員入会金収入 170, 000 123,600 I ム 46 ， 400
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異

9,800 

961 , 200 

89, 200 

250,000 

543, 321 

946,076 

99,000 

850， 00。

116,240 

76, 500 

144, 000 

22,000 

0 

390,800 

787, 762 

24, 000 

282,409 

800,000 

500,000 

500, 000 

500,000 

0 

103,000 

予算額 決算額 差
目

40,000 49,800 

30, 250,000 31 , 211 ,200 

1,050,000 1, 139,200 

22,600,000 22, 350,000 ム

8,400,000 8,943, 321 

3, 300,000 4, 246,076 

380,000 479,000 

850,000 。 ム

250,000 133,760 ム

400,000 476, 500 ム

500,000 644,000 

130,000 152,000 
。 。

4, 500,000 4,890,800 

2,000,000 3,787,762 

300,000 276,000 ム

500,000 782, 409 

800,000 。 ム

500,000 。 ム

500,000 。 ム

500,000 。 A 

。 。

2, 103,000 。 ム 2 ，

科

同
口
一一

一
入

一
一
収

十
一
目
一
金

3

一
一

ー
一
一
会

一
一
入

一
一
員

z
J

一
会

:
一
g

一
生

←
一
学

勘

日科大

正会員会費収入

学生会員会費収入

賛助会員会費収入

入収費ﾁ 
;z:;; 

会誌頒布金収入

研究発表会収入

講演会収入

講習会収入

資料等頒布収入

A 0 R 収入

E J 0 R 収入

A P J 0 R 収入

受託研究収入

入

入

収

収

業事

雑

233, 572 

0 

ム 233 ， 572

ム仰即28 1
17,284,283 1 

97 , 273, 711 I 主
メ斗
口入収当

メL
口入

宍ー差額算決額算予
I~ 

支出の部

勘 日
同
一

科定

2) 

n
u
n
U
R
J

守f
n
u
n
4

〆
h
v
q
4

に
ノ

0
6

一

n
u
n
υ
n
Y
A
U
-
-
d

守

f
t

マ
'
A

守
つ
&
一

0
0
3
5
6
5
7
9
4
7

一

,,,,,,,,,,A
守

o
o
q
4
E
i
J
A

ツ
ハ

U
a

守

q
4
t
I
'
a

←

8
3
8
4
4
F

コ

4
6
4
2

←

r
o
'
i
q
4

一

ム
ム
ム

A

一

0
0
5
7
0
2
6
8
5
2

一

n
U
A
u
n
u
n
u
n

ツ

4
・

'
A
η
4
a
a
z

ヲ
t

一

n
U
A
U
4

口
氏
ノ
包

J
E
j
J

ヲ
'
n
U
4

守

η
4
-

,,,,,,,,,,r
h
u
q
4
7
t
z
J
A
U

円
u
a

守
守
t

‘

1
0
0

一

'
L

・
I

・
-
必
崎
z
q
J
R
J
a

句
、

J
a

守
マ

t


n
y

の4

・
1
0
0
0
o
r
O

〆
O

必
“ι
q
3
'
i

一

つh
，
し
し
し
一

ハU

ハ
U
n
u
n
u
n
U
A
U
A
U
n
U
A
U
A
U

一

ハ
U
A
U
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
U
A
U
A
U

一

n
u
n
U
A
U
n
U
A
U
n
u
n
U
A
U
A
U
n
U

一

，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
一

ハ
U
A
U
A
U
A
U
A
U
A
U
n
u
n
U
A
U
n
U

ハ
U
R

ノ
ハ

U
A
U
A
U
A
U
A
U
A
U
A
U
n
U

一

0
2
8
8
9
5
4
5
3
2

一

，
，
，
，
一

9
3
'
l

・
t

・
-
一
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科目

賃

益費

用品費

議費

交通費

信費

刷費

耗品費

A 化準備費

ス料

科中

務

費

」
l

費
家
共
事
会
旅
通
印
消

O

リ
一

1992 年 6 月号

目科

理

大

管
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勘 定 手ヰ 日
予算額 決算額 差 異

大 科 目 日 小科目

修 繕 費 100, 000 132, 530 ム 32 , 530 

給 料 手 当 9, 950, 000 10, 086, 210 ム 136, 210 

福 干リ l事〔 生 費 2, 000, 000 2, 027, 352 ム 27, 352 

臨 時 雇 賃 金 1, 500, 000 1, 237, 935 262, 065 

i屋 職 金 800,000 793, 800 6, 200 

保 |主主 料 100, 000 79, 080 20,920 

負 担 金 90, 000 78, 500 11 , 500 

支 払 手 数 料 150, 000 143, 155 6, 845 

租 税 公 課 60,000 54, 800 5, 200 

退職給与引当金繰入 200, 000 200, 000 。

敷金引当金繰入 。 200, 000 ム 200, 000 

雑 費 300, 000 232 , 023 67 ,977 

損 金 1, 000, 000 1, 038, 800 ム 38, 800 

事 業

研 究 発 表 ZJ2込ζ 

関 催 706, 318 

印 席。 1, 050, 000 1 ， 266， 928 ム 216, 928 

印 崩U 製 本 費|
機 関 誌 14, 800, 000 13, 109, 737 1, 690, 263 

論 文 誌 3, 800, 000 2, 199, 569 1, 600, 431 

報 文 集 100, 000 。 100, 000 

~p 席リ 費 50, 000 23, 853 26, 147 

国 際 協 力 費|
IFORS会費 400, 000 437, 846 ム 37, 846 

IAOR購入費 400, 000 101 , 890 298, 110 

E}OR購入費 600, 000 750, 715 ム 150, 715 

AP}OR購入 150, 000 115, 468 34, 532 
費

APORS 関係|
費

500, 000 I 182, 614 I 317, 386 

研 究 活 動 費 i
講演会開催費 350, 000 382, 379 ム 32 , 379 

講習会開催費 420, 000 35, 005 384, 995 

OR企業+ロン 2, 500, 000 2, 664, 755 ム 164, 755 

研究部会費 850, 000 750, 000 100, 000 

支 部 費 2, 900, 000 2, 882, 600 17, 400 

表 彰 事 業 費 300, 000 279, 732 20, 268 

|会 議 費 655, 000 485, 472 169, 528 

旅 費 交 通 費 1, 300, 000 1, 070, 320 229, 680 

通 運 搬 費 4, 700, 000 4, 840, 188 ム 140, 188 

諸 謝 金 1, 400, 000 1, 222, 000 178, 000 

高合 料 子 当 9,950,000 10, 086, 209 ム 136,209 

編 集 校 正 費 1, 848, 000 1, 848,000 。

消 半E 品 費 1, 200, 000 1, 042, 848 157, 152 

FMES ・研連関係費 200, 000 133, 510 66, 490 

記念事業引当金繰入 200, 000 500, 000 I /:" 300, 000 
国際協力引当金繰入 。 1, 000, 000 I /:" 1, 000, 000 
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勘定科目

|中科目|
下一一一 l 

表彰事業引当金繰入

OA 化引当金繰入

OR事典・事例集出版引
当金繰入

別途引当金繰入

雑費

異差額算決額算予

300, 000 

500, 000 

500, 000 

科目

。

。

ム
ム
ム

300, 000 

500,000 

500, 000 

目科大

ム 1 ， 200， 000

8, 500 

1, 200, 000 

41 , 500 

0 

50, 000 

費備予

815, 854 

582, 282 ム

叫伯7， 1“!

17，瓦565 1
司

どど~

計合

差

出

支

支

収

期

当期

次期繰越収支差額|

当

233, 572 メ込
日出支

2. 特別会計

(1) 数理計画法研究会

異

, 127,000 

28, 000 

0 

0 

27 ,833 

0 

予算額 決算額 差
目

900,000 3, 027, 000 2 

50,000 22, 000 ム

。 。

。 。

200, 000 227 ,833 
。 。

科目

参加費収入

資料等頒布収入

展示収入

科

科

定

中

収入の部

勘

目

収

科

業

大

1) 

ぃ
事

入
入
入

告収

取利息収

収

広
受
雑

入収雑

2, 126,833 

0 

元戸可

当期収入合計 1, 150, 000 I 

~íJ均一見一品一三一 tß 一一一一丁 5， 930， 78バ

収入合計 7， 0肌 780 I 2, 126,833 

支出の部

勘 科定

2) 

異差額算決額算予
科目

費

3, 502 

0 

ムn
L
A
U
 

nu 

v
h
J
 

, q
コ。

。

払手数

税公

料

課

目科中

支
租

目宇十

理

大

管

300,000 I 308, 749 I ム 8 ， 749

600, 000 I 1, 611 , 370 I ム 1 ， 011 ， 370

200,000 I 358， 5心o I 6. 158 ， 5心0

100, 000 I 70, 668 I 29, 332 

500,000430, 540 I 69, 460 

(51) 301 

料
費
費
費
費

通

搬

借
議
交
運
刷

費

賃
会
旅
通
印

1992 年 6 月号

費業事
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勘 定 科 目
予算額 決算額 差 異

大 科 自 中 科 目 小科目

消 耗 品 費 50,000 62, 134 ム 12, 134 

臨 時 雇 賃 金 100, 000 359,000 ム 259, 000 
研究助成事業費 600,000 815,000 ム 215, 000 

謝 金 。 99,999 ム 99,999 

雑 費 。 64,000 ム 64,000 

損 金 。 。 。

当 期 支 出 lロ込 計 印刷01 4， 183刈21 l::, 1 ，引制

当 期 収 支 差 額 393, 371 

次期繰越収支差額 刊日01 393, 371 

支 出 メ口L 計 9， 207 ， 613 1 ム丸 126， 833

(2) IFORS 会議 (IFORS '90+CECOIA 2 国際会議派遣)

1) 収入の部

勘 定 科
予算額 1 決算額| 差 異

大 科 目 中 科 目 小科目

事 業 収

力日 費 収 入| 01 01 。

雑 収 入

受取利息収入 o 1 4,008 1 4， 0ω 

当期収入合計 o I 4, 008 1 4, 008 

前期繰越収支時-1- - 1- 25;'-;;;T --;5~: 39~1-- 。

一一瓦一人 合 ----;t ---1  んらT 2心両 4,008 

2) 支出の部

勘 定 科 日
予算額 決算額 異

大科目 l 中科 小科目
一一一一一一『

管 理 費

事(一務般会管計繰理入)費| 。 。 。

事 業 費

登 録 費 。 。 。

旅 費 交 通 費 。 。 。

視 w i号ミ 関 係 費 。 。 。

印 周目 費 254, 390 。 254, 390 
dZミ>- 議 費 。 。

雑 費 。 。

当 期 支 出 メ日込 百十 問 390 1 254, 390 

当 期 収 支 差 額 4, 008 

次期繰越収支差額| 258 ， 398 1 ム 258, 398 

支 1t1 ノE込I 川398 1 ム 4, 008 
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貸借対照表総括表

平成4年 2 月 29 日

(単位:円)

計会7]IJ 特

資産の部1) 

般計軍手

LJ2089;  

数理計画法研究会
計

90 ,693, 735 

1, 200, 000 

会ノ弘
ロ日

5,024, 151 

0 

96,438,780 

1, 200,000 

L
I

十
E

-
コ4U

昌
子
一
ロ

合
合

産

産

流動資

固定資

720,894 5,024, 151 91 ,893,735 97, 638, 780 計ム
ロ産資

負債の部2) 

計

IFORS会議

耳目

数理計画法研究会 | 

1旦些1型;坦1;坦珂q到J ;些埋:♂♂劃記型只劃組J_一一 一;;山l 一一一_~J 一 ?μ 」
1一1竺 合 計叫| ω叫町ω…，7刈刈7門瑚叩4侶8

会特
計L:.. 

ﾄ 般計メL
ロ目科

正味財産の部3) 

I
T
 

a雪
国
"

ぷ』
ﾄ !i�lj 特

。

。

IFORS会議

0 

5,024, 151 

。5,024, 151 

720,894 5,024, 151 

部の

|
l
i
l
i
-
-
-

債負

計L:.. 
ﾄ 般

数理計画法研究会

22,866, 565 

91 ,893,735 

5,000,000 I 
22,890,716 I 

m90, 716 1 

計科

5, 000, 000 

17,866,565 

ム
ロ

本

余

金

金

目

基

剰

叶
才
一r
J梓
川

三
一
回
一

z
i

正味財産合

負債およ
正味財産合 97 ,638,780 

l 136， 8即74
退職給与引当金 2， 6四， 508

敷金弓l 当金 丸 22じ 640

名簿弓|当f金 500，∞o
国際協力引当金 I 5 ， 817， ω6 

記念事業引当金 I 3 ， 2∞， 000 

表彰事業引当金 I 2， 2回， 000

OAイヒ引当金 I 2,500,000 
OR事典等引当金 500， 00ο

!iì IJ 途弓 I ~，金|.1 し 606， 542

ω， 0訂元

(2) 

勘定科目

大科目|
金 額

中科目

流動負債 預 り 金 459, 414 
未 払 金 。

前 ぷJらえ 金 36, 359, 960 

貸借対照表

平成 4 年 2 月 29 日

一般会計

資産の部

額
白科

81 , 478,021 

8,000,000 

1,044,570 

171 , 144 

I 90, 693, 735 

1, 200,000 I 

1 91 ,893, 735 

言十メh
日流動負債

圃定負債

金

1, 200, 000 

目

金
券
金
金
寸
『
判
一
1
1

科

金預

価証

収

払

中

勘定

大科目 l
両副現

有

未

前

(1) 

2十メL
口産

計メ込
日債負固定

計.b 

'" 
産資

計

(53) 303 

メ斗
口債負

1992 年 6 月号 © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



(め正味財産の部

勘定科目

大科目 i
金 額

中科目

5,000,000 

剰余金次(う期ち繰当越期収増支減差額額) 17, 866, 565 
(582, 282) 

剰 余金 メ口斗 五十

正味財産合計 1 22， 86日5
負債および正味財産合計

2. 特別会計(数理計画法研究会)

(1) 資産の部

勘定科目

大科目|中科目
金 額

??lj;ィ jl4;:引 5.024.151
高定資~I o 1 
有形固定資産合計 。

資産会計抑制1

(2) 負債の部

勘定科目

大科目| 中科目

流動負債 l
流動負債合計

固定負債 i
固定負債合計

負債合計

(3) 正味財産の部

勘定科目

大科目 1 中科目
基本金|基本金

剰余金|次期繰越収支差額
(うち当期増減額)

剰余金合計

正味財産合計

負債および正味財産合計

304 (54) 

金額

。

。

。

金 額

。

5,024, 151 
(6906 , 629) 

5,024, 151 

5,024, 151 

5,024, 151 

3. 特別会計 (IFORS 会議)

(1) 資産の部

勘定科目

品斗?人|
流動資産合計|
資 産 l口>. 

(の負債の部

勘定科目

大科目|中科目

金 額

720, 894 

720, 894 

720, 894 

金 額

国定負債 |I FORS 特別 720 ， 894
|会計積立金 “ 

国定負債合計 720，側

負債合計 7札制

財産目録

平成 4 年 2 月 29 日

1.一般会計

金額

(資産の部)

1.流動資産

1.現金預金

(1) 現 金

現金手許有高 1, 042 ,630 

(2) 振替貯金

東京振替貯金局 3, 424, 342 
(3) 当座預金

洲口支
200 ,224 

住友銀行白山支店 5.731 

(4) 普通預金

第洲一口支勧業店録行八重 8, 489, 177 

住友銀行自山支店 3，ラ63 ， 920

三菱銀行千駄木支
店

4, 601 , 997 

(5) 定期預金

第一支勧業店銀行八重 28.000.000 
洲口 " 

住友銀行白山支店 11 , 150, 000 

言菱銀行千駄木支川

2. 有価証券(利付債券)

品本長期信用銀行本 I 8, 000, 000 

オベレーションズ・リサーチ
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3. 未収金

3 年度会費他 1, 044, 570 

4. 前払金

論文誌抜刷代他 171 , 144 I 90, 693 , 735 
H その他の固定資産

敷 金 1 ， 2肌 000 I 1 ， 2肌 000

資 産 メロミー 計 1 91 , 893, 73 

金額

(負債の部)

I.流動負債

1.預 り金

職得税員に他対する源泉所 I 459 , 414 

2. 未払金

抜刷代他 。

3. 前受金

z成 3 年度会費前受 I~問960 I 36, 819, 374 

II. 固定負債

1. 退職給与引当金 2, 602 , 508 

2. 敷金引当金 3, 221 , 640 

3. 名簿引当金 500, 000 
4. 国際協力引当金 5, 817, 106 

5. 記念事業引当金 3, 200, 000 
6. 表彰事業引当金 2, 260, 000 
7. OA 化引当金 2, 500, 000 
8. OR事典等引当金 500, 000 
9. 別途引当金 11 ， 6悦 542 I 3乙 207 ， 796

負 債 メ口L 言十 |夙 027 ， 170
正 味 財 産

注:基本財産たる資産

定期預金(第一勧業銀行八重洲口支店) 5, 000 , 000 

2. 特別会計(数理計画法研究会)

(資産の部)

I.流動資産

1.現金預金

(1) 現金

現金手許有高

(2) 普通預金

第一勧業銀行八重
洲口支店

(3) 定期預金

第一勧業銀行八重
洲口支店

1992 年 6 月号

金

。

1,007, 731 

3, 373,710 

額

2. 仮払金

II. 有形固定資産

資 産 A日. 言十

(負債の部)

I.流動負債

II. 周定負債

負 債 メ口斗 言十

正 味 財 産

3. 特別会計 (IFORS 会議)

(資産の部)

I.流動資産

1.現金預金

(1) 定期預金

三店菱銀行千駄木支 I

(2) 普通預金

II. 有形固定資産

資 産 メ口斗 計

(負債の部)

I.流動負債

II. 周定負債

IFORS 特別会計積|
立金

負 債 メ日>. 計

金

462 , 496 

01 

720, 894 1 

5,024, 151 

0 

5,024, 151 

額

720, 894 

。

720, 894 

。

720, 894 

720, 894 

(第 3 号穣寮)

平成 4 年度事業計画

創立30周年長期計画の主要活動方針である

(1) rO Rの実学への回帰J の実践

(2) 10 Rは役に立つ」ことの周知への努力

をふまえ，平成 4 年度事業計画は，昨年度に引き続き学

会内の分野交流の促進，他学協会との連携の強化を図る

など， ORの普及や実践の活動を従来以上に推進するこ

とを基本とする.

平成 4 年度における計画の概要は次のとおりである.

1. 研究発表会

研究発表会を春秋 2 回開催する.

(1) 春季研究発表会

期日 5 月 13 日， 14日(見学会は 15 日)

(55) 305 © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



場所:仙台市仙台市民会館

特別テーマ:来たるべき高度技術社会の展望

(2) 秋季研究発表会

期日: 9 月 9 日， 10日(見学会は 11 日)

場所:工学院大学新宿校舎

特別テーマ :ORの再挑戦

2. シンポジウム

シンポジウムを 2 回開催する.

(1) 第27回シンポジウム

期日 5 月 12 日

場所:仙台市仙台市民会館

テーマ:ピジネスロジステイグスシステムの構築

に向けて

(2) 第28回シンポジウム

期日: 9 月 8 日

場所:工学院大学新宿校舎

テーマ地球環境問題を探る

3. 研究部会・研究グループ/特設研究部会活動

(1) 研究部会

次の 18研究部会を設置する.

ア常設 (2 研究部会)

「待ち行列」

主査:紀一誠(日本電気紛C&C研究所)

rOR/MS とシステムマネジメント」

主査:松岡武彦(産能大学)

イ 継続 (9 研究部会)

rOR広報j 主査:森村英典(筑波大学)

「最適化とその応用j

主査:加藤直樹(神戸商科大学)

「確率モデルにおける最適化J

主査:木島正明(筑波大学)

rORの計算環境J

主査:関口恭毅(北海道大学)

「最適化モデルとその周辺」

主査:久志本茂(金沢大学)

「金融と投資の ORJ

主査:福川忠昭(慶応義塾大学)

「情報システムの戦略的活用J

主査:辻新六(神戸商科大学)

ro S S ジェネレーター」

主査:権藤元(近畿大学)

「情報ネットワークとその活用J

主査:杉野隆(新日鉄情報通信システム脚)

S舗 (56)

ウ 新設 (6 研究部会)

「システムモデリング手法とその活用j

主査:時永祥三(九州大学)

rc 1M環境下における生産計画と
スケジューリングJ

主査:黒田充(青山学院大学)

「交通政策と ORJ

主査:野末尚次(的鉄道総合技術研究所)

「巨大プロジェクトに関する ORJ

主査:柳井浩(慶応義塾大学)

「データ解析と ORJ

主査:田中謙輔(新潟大学)

IOR基本問題J 主査:梅沢豊(東京大学)

エ 年度途中から i つを限度として研究部会の発足を

認める.

(2) 研究グループ

次の 3 研究グループを設置する.

ア継続 (2 研究グループ)

「人間的グローパル経営システム」

主査:上回亀之助(伺上回イノベーション研究所)

l システム・シミュレーション」

主査:森戸晋(早稲田大学)

イ 新設( 1 研究グループ)

「動的計画法j

主査:小田中敏男(北海道情報大学)

(ゆ特設部会

「数理計画法研究会」

主査:今野浩(東京工業大学)

4. 普及活動，会員増強活動

(1) 研究意欲の増進，最新知識情報の吸収を意図し講

演会開催の積極化を図る. (本部 3 回，支部 6 回)

(2) 学会の役割を内外にアピーんすると L 、う広報活動

の一環としての位置づけに配慮しセミナー(講習会)

の開催回数を増加する. (1 回→ 3 回)

(め 賛助会員の増強を図るとともに支部活動の活性化

に寄与するため， OR企業+ロンを開催する(10回

のうちラ回は地方)

(4) 会員増強活動の推進

(5) その他学会活動の広報

5. 刊行物

次の刊行物を発行する.

(1) 機関誌「オベレーションズ・リサーチJ (1 2号)

(2) 論文誌rJournal of the Operations Research 
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Society of JapanJ (4 号)

(3) 研究発表会アブストラクト集( 2 回)

(4) シンポジウム予稿集( 2 凶) ・セミナー テキス

ト( 3 回)

(5) 会員名簿

6. 日本学術会議および他学協会との連携・協力

(1) 日本学術会議経営工学研究連絡委員会および同会

議経営学研究連絡委員会の活動に協力する.

(の経営工学関連学会協議会 (FMES) に代議員を

派遣し，その活動に参画する.

(命 日本学術会議経営工学研究連絡委員会ならびに制

日本オベレーションズ・リサーチ学会，制日本品質

管理学会，制日本経営工学会，および日本開発工学

会が共催する第 8 回シンポジウムに参画する.

期日: 6 月 19 日(金)

場所:日木学術会議講堂

テーマ:人と経営工学

(4) 制日本工学会に理事会に理事を派遣するとともに

同学会に設置されている事務研究委員会に事務局長

を委員として派遣し，その運営に協力する.

(5) 制日本工学会の活動に協力し，その他関連学協会

との交流を積極的に進める.

(的研究ネットワーク連合委員会に理事を委員として

派遣し，同委員会の運営に協力する.

7. 国際協力・交流

(1) IFORS (International Federation of Opeｭ

rational Research Societies) を通じて，各国の

OR学会との交流，協力を図る.

(2) APORS (Association of Asian-Paci劦c Ope-

rational Research Societies) の事務局担当かっ

会長選出学会として，第 3 闘APORS 国際会議

(1994)の日本開催準備をするとともに，アジア・太

平洋地域のORの発展と加盟学会問の情報交換に積

極的に協力する.

(3) IAOR (International Abstracts in Operaｭ

tions Research) の編集， 発行に協力し， 日本の

文献抄録を送付するとともに， IAORの園内頒布

に協力する.

(4) APJOR (Asia Pacific Journal of Operaｭ

tional Research) の編集，発行，頒布に積極的に

協力する.

(5) EJOR (European Journal of Operational 

Research) の編集，頒布に積極的に協力する.

(め海外からのOR関係来訪者に応援する.

(7) 経済・経営と情報技術国際会議92 (C.E.M.I.T. 

92) 8 月 31 日 -9 月 4 日開催に協賛する.

(8) 第13回IFORS大会 (IFORS93 ， Lisbon) への視

察団派遣のための準備を進める.

8. 支部活動

各支部において，研究会，講演会，見学会等を企画

し実施する.

9. 表彰

文献賞，実施賞，普及賞，事例研究奨励賞(ソフト

ウェア部門賞を含む)および学生論文賞の選考・表彰

を行なう.

10 その他

財政基盤の安定化に努めるとともに，事務局のOA

化に配意する.

(第 4 号鶏案)

平成 4 年度収支予算書

収支予算書総括表

1) 収入の部

科 目 b 
口

(平成 4 年 3 月 1 日から平成 5 年 2 月 28 日まで)

(単位:円)

特別会計
員十 般会計

数理計画法研究三己竺S会議
基本財産運用収入 200， 000 I 200, 000 I 0 I 0 

入会金収入 203， 000 I 203 , 000 I 0 I 0 

会費収入 54， 410， 000 I 54, 410 , 000 I 0 I 0 

事業収入 19， 810， 000 I 16, 760, 000 I 3, 050, 000 I 0 

雑収入 13， 347 ， 000 I 13, 147 , 000 I 200 , 000 I 0 
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特別会計
科目 合計 般会計

鯉計画法研究会 IFORS会議

当期収入合計|
前期繰越収支差額!

収入合計 i

2) 支出の部

87,970,000 

23, 149, 114 

111 , 119, 114 

84, 720,000 

17,866 , 565 

102，ラ86 ， 565

3, 250, 000 1 0 

5, 024, 151 258, 398 

8, 274, 151 I 25ωB 

特別会計
科 目 |合 計|一般会計|←一一←一一一一 l

数理計画法研究会 IFO RS 会議

管理費 31 ， 668， 398 I 27, 360, 000 I 0 I 0 

事業費 61 ， 668 ， 398 I 57 , 360, 000 I 4,050,000 I 258, 398 

当期支出合計 89， 028， 398 I 84, 720, 000 I 仰0， 000 I 258, 398 

当期収支差額 I 6 1, 058, 398 1 0 I ム 肌 000 I ム 耽 398
次期繰越収支差額 22， 090， 716 IW日5 I 4, 224,151o 

支出合計 111 ， 11ふ可 102， 58

収支予算書

(平成 4 年 3 月 1 日から平成 5 年 2 月 28 日まで)

1.一般会計

l) 収入の部

勘定科目

大科目 i 中科目 |小科目
基本財産運用収入

入会金収入

会費収入

事業収入

雑収入

308 (58) 

基本財産利息収入

正会員入会金収入

学生会員入会金収入

正会員会費収入

学生会員会費収入

賛助会員会費収入

会誌頒布収入

研究発表会収入

講演会収入

講習会収入

資料等頒布収入

1 A 0 R 収入

E J 0 R 収入

A P J 0 R 収入

広告収入

受取利息

予算額

200,000 

160, 000 

43, 000 

30, 300, 000 

1, 210, 000 

22, 900, 000 

8, 400, 000 

3, 820, 000 

560, 000 

2, 440,000 

100, 000 

540, 000 

750, 000 

150, 000 

5, 000, 000 

2, 000, 000 

(単位:円)

l 前年度予算額| 増 減

。

170, 000 A 10, 000 

40, 000 3, 000 

30, 250, 000 50, 000 

1, 050, 000 160, 000 

22, 600, 000 300, 000 

8, 400, 000 。

3, 300, 000 520, 000 

380, 000 180, 000 

850, 000 1, 590, 000 

250, 000 ム 150, 000 

400, 000 140, 000 

500, 000 250, 000 

130, 000 20, 000 

4, 500, 000 500, 000 

2, 000, 000 。
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減

, 000, 000 

0 

800, 000 

100, 000 

300, 000 

200,000 

500, 000 

244, 000 

予算額 前年度予算額 増
目

1, 300, 000 300, 000 

500, 000 500, 000 
。 800, 000 A 

400, 000 500, 000 ム

800, 000 500, 000 

300, 000 500, 000 ム

500, 000 。

2, 347 , 000 2, 103, 000 

科

定科目

|中科目|
名簿収入

雑収入

退職給与引当金取崩収入

表彰事業引当金取崩収入

国際協力引当金取崩収入

OA化引当金取崩収入

名簿作成引当金取崩収入

別途引当金取崩収入

勘

日科大

人勾一E一仁土一竺竺一一一一一一一ニL~竺?竺竺竺竺空剖←一一一一竺竺L竺竺01 ブ三二竺坐1…
前期繰越収支差額 1 17 ， 86印51 川

入合計 1 1即8印51 5, 079, 282 収

支出の部

勘
減増額算予度年前額算予

科目「
科定

2) 

500,000 

0 

300,000 

100,000 

400,000 

100, 000 

100,000 

0 

0 

0 

50, 000 

760,000 

200, 000 

200,000 

800,000 

0 

0 

0 

0 

0 

50,000 

400 ， 00。

ム

ム
ム
ム
ム

A

ム
ム

n
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1, 250, 000 

500,000 

900,000 

2, 300, 000 

1,600,000 
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時
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通
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退
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負
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退
雑
損

科中目科

理

大

管

250, 000 

270,000 

ム

ム

2, 250, 000 

1,050,000 

2, 500,000 

1, 320,000 

費

費

催

刷

開

印

2込
Z三Z表発究研

費業事

。

(59) 309 

費

機関誌 14， 800 ， 000 I 14, 800, 000 I 

1992 年 6 月号

本製帰Ij印
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大科

科目

科目 i 小科目
論文誌

報文集

印刷費

定
一
中

国際協力費

研究活動費

表彰事業費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

諸謝金

給料手当

編集校正費

消耗品費

o R 事例集
FMES ・研連関係費

記‘念事業引当金繰入

雑費

名簿作成費

予備費

当期支出

当期収支

次期繰越収支差額 1

2. 特別会計

(1) 数理計画法研究会

支 出 ノ'>.
口

IFORS 会費

IAOR購入費

EJOR購入費

APJOR購入
費

APORS 関係
費

講演会開催費

講習会開催費

OR企業サロン

研究部会費

支部費

合
一
差

計

額

予算額 I JÎÎJip!i:'Y吋増
4,300,000 I 3,800,000 I ム

100,000 I 100, 000 

50,000 I 50,000 

500, 000 

400,000 
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120 ， 00。

500, 000 

660,000 
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1, 200,000 

0 
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0 
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500,000 

0 

0 

100, 000 

0 

150, 000 

30,000 

。

310, 000 

780,000 

0 

50, 000 

200, 000 

100, 000 

105,000 

0 

0 

100,000 

760,000 

152,000 

0 

400,000 

50,000 

200, 000 

O 

è:,. 1, 300,000 

8ω肌O仏， 2仰

010  

1げ7 ， 284， 283 I ム 582 ， 282

仰07， 283 1 ム丸問282

1) 収入の部

2十

勘定科目

大 科 正下77fイ rJ' 瓦子|予算額|前年度予算額!増

* ~γi亨 3日号早川一一一 J一一円引三…1 .1三一，000
310 (60) 

減
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資料等頒布収入

雑収入

受取利息収入

当期収入合

前期繰越収支差額|
収

2) 支出の部

勘

大 科 目

事 業 費

賃

会

旅

通

印

消

臨

諸

雑

入

定

中 科

借

議

費 交

信 運

席。

耗

時 雇

謝

メ込
日

科

日

通

搬

品

賃

料

費

費

費

費

費

金

金

費

研究助成事業費

当 期 支 出 メ口為

当 期 収 支 差

次期繰越収支差額|

支 出 メ仁込4 

(2) IFORS会議

1) 収入の部

勘 定 科

大 F十 目 中 Fト 日

事 業 収 入

力日 費 収

雑 収

当 期 収 入 メ口L 

前期繰越収支差額|
収 入 {5-

1992 年 6 月号

計

2十

目

小科目

計

額

計

目

言十

百十

50 ,000 

元不可

予算額

300, 000 

1, 600, 000 

350,000 

100, 000 

500, 000 

50, 000 

350,000 

100,000 

100,000 

600,000 

仰仏000 1 

前年度予算額| 増 減

50,000 。

200,000 I 0 

l , 150, 000 I2, 100, 000 

刊0， 780 1 ム 90ふ 629

w0, 780 1 1, 193, 371 

前年度予算額 増 減

300,000 。

600, 000 ム 1 ， 000 ， 000

200,000 ム 150,000 

100, 000 。

500, 000 。

50,000 。

100,000 ム 250,000 
。 ム 100,000 
。 ム 100, 000 

600, 000 。

2, 450,000 1 1':. 1, 600, 000 

肌000 I ム 1 ， 300 ， 000 1 ム 500,000 

仰仏 780 I ム 406, 629 

7 ， 080 ， 780 1 ム 1 ， 193 ， 371

予算額 l 前年度予算額| 増 減

。

。

。

258 , 398 1 4, 008 

4, 008 
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2) 支出の部

勘定科目

管理費 l
事務管理費

事業費

登録費

旅費交通費

視察関係費

印刷費

会議費

雑費

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額|
支出合計

平成 4 ・ 5 年度役員候補者名簿
(第 5 号議案)

会務役職|定数| 候補者 |備考(非改選役員)
ぷZ玉当石h 長 1 (1 ) 伊理正夫

話Ij会長 3 (1) 権藤 フじ 斎藤嘉博

" 高井英造

庶 務 2 (1) 田口 東 小池 清

国 際 1 (0) 腰塚武志
研究普及 2 (1) 香田正人 中野文平

編 集 2 (1) 茨木俊秀 若山邦主主
dZ与ミ 五十 1 (1) 山田郁夫

無任所 4 (3) 栗原宏文 山本; 保

" 藤井 進

" 伏見正則

監 事 2 (1)高橋磐郎!三平武男

)内は平成 4 年度改選数

(第 B 号議案)

平成 4 ・ 5 年度評議員候補者名簿

良
一
斉
一
助
一
一
一
誠
←
憲
一
夫

和
一
一
之
一
一
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一
正
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正
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部
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嶋
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時
一
氾
一
日
一
線

外
耳
目
出
土
昨
一
小

断
一
一
一
豊
一
肌
一
地
下
山
一

木
一
辺
一
沢
一
野
一
一
本
一
一
崎

茨
戸
五
一
大
雨
一
岡
一
尼

一
醐
一
此
一
時
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時
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。 。 。

。
。
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0 

4, 008 
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0 

254, 390 I ム
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0 
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0 
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4, 008 

251 権藤 元 I~訂可J司瓦「王両瓦

301 新村秀一 1 47[ 野村淳二 μ| 森村耕

三り竺型 1~9[亙垂互い|山下達哉

34[ 千住鎮雄|三廿空竺ド8[ 山田善靖

7にLP共12卜l
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一
様

一
藤

名
一

" 口hu 
i
 

姿

オベレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




